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序

長岡市は脱長年間堀直寄によって建設されて以来， 新潟県の中越地域にお

ける政治・経済 ・社会 ・文化の中 心都市として発展してきた。特に明治以来

の発展はきわめて注目され。現在， 中越地域においては， 上越新幹線， 北

陸 • 関越両高速自動車の建設が進められているが， これらの高速交通体系の

整備はこの地域のより一層の発展の可能性を著しく高めるものであろう。

昭和49年にその基本楷想が示され，現在建設が進められている＜長岡ニ

ュークウソ 〉 は， 中越地方の発展をさらに確実なものにしており， その完成

が期待されるところである。

く長岡ニュ ークウン〉はその建設にあたり， 土地利用の基本方針として自

然環境との調和と文化財の保護等を十分に配慮することがあげられている。

新潟県教育委員会は， 地域振興整備公団から文化財の調査の依頼を受けて

以来この課題に租極的に取り組んできたのである。昭和51年度には分布調査

を実施し， 昭和52年度にも分布調査を継続し， 加えて協議の結果発掘調査を

おこない記録に留めざるを得なかった ＜蛇山 7号塚〉の調査も実施した。本

書は昭和52年度 く長岡ニュータウ｀ノ〉に関して実施した調査の報告害であ

る。

終りに， 本調査に参加された調査員各位はもとより， 御協力をいただきま

した地元の方々及び長岡市教育委員会に対し， また，計画から実施に至るま

で格別の御配慮を賜りました地域振興整備公団に対し， ここに深甚なる謝意

を表するものである。

昭和 53年 3 月

新潟県教育委員会

教育長米 山 市 郎



例言

1. 本書は地域振興整備公団から新潟県が委託を受け，新潟県教育委員会が昭和5笈Fに実施

した蛇山7号塚の発掘調査および長岡ニュークウソ建設区域中高頭東地区および中央南地

区の遺跡分布調査の報告害である。

2. 遺跡の写真撮影・略測・実測は各調査員があたり，遣物の整理作業は県教育庁文化行政

課埋蔵文化班職員があたった。

3. 本書の執筆は，担当者を中心にして共同討談・検討の上，分担執華をしたもので，文末

に執筆者氏名を明記した。

4. 遣物の実測 ・拓本 ・写真撮影 ・図版の作成は，関係する各項の執筆担当者が主としてあ

たり，調査担当と協議しながら作業を進めた。

5. 報告文中における諸氏各位の氏名については，敬称を略させて頂いた。

6. 発掘調査および遣物整理において次の諸氏から御指導・御助言を賜った。厚く御礼を申

し上げる。

（敬称略 • 五十音順）

安達吉次片桐幹夫小林達雄中村孝三郎
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調査に至る経緯

1 長岡ニュータウン

長岡ニュータウンの建設は，地方都市の新しい都市発展の動きとして注目されるものであり，昭和49年に地域振興

墜備公団が設置され，その地方都市開発整備部門が最初に手掛ける事業であり，その完成が期待され，注目されてい

ることは周知のことである。

本事業は同公団から昭和50年7月に関係省庁に対して事業要請がなされ，同年11月19日国土庁長官および建設大臣

から事業認可があり，同年12月3日長岡都市開発事務所が開設されて建設への具体的な動きがみられるに至った。

この長岡ニュークウン建設については，昭和47年10月長岡市長小林孝平が第34回全国都市問題会諮の席上「長岡市

の将来構想」との講演の中でその考え方を示唆したのに始まる。その後計画は進み，昭和49年8月20日，公団の平田

敬一郎総裁が現地視察をしたが，その折長岡ニュータウソを公団事業として採択する意向を表示するに至った。その

ことを踏えて同年10月12日に新瀦県知事および長岡市長は，公団に対して調査要請をした。このようなことから，県

市共にその協力体制を整えると共に，市では長岡ニュ ータウン企画室をもうけ，県では企画調整部企画課がその任に

あたることになった。

長岡ニュークウソの総面積は約1,000haで，工期は昭和50年度から15年にわたり，総事業費約870億円をつしやす大

工事で，人口約4万人の居住を計るため， 住宅用地として約250haが用意され， その他工業及び商業 ・業務用地約50

ha, 地域住民の利便と生活環境の保持のための公共施設用地及び利便施設用地約200ha,公園，緑地用地として約500

haが計画されている。またこの長岡ニュークウ｀ノの住宅用地その他の施設の配置に当っては，自然環境との調和や文

化財の保設及ぴ周辺地域との関連が十分に配慮すること，さらに長岡市の既成市街地及び計画中の新産業セソクー，

技術科学院大学との関連，周辺集落との調和，農用地及び自然環境の保全に十分に配慮するとの土地利用の甚本方針

を打ち出しており（長岡ニュータウソ開発整備に係るポ業実施基本計画），その完成が地元では期待されている。

2 調査に至る経過

公団ではまず開発対象地域を設定し基礎資料を得るべく調査を開始した。そのうち，動物 ・植物 ・文化財について

は昭和49年11月11日長岡市に対して調査依頼をし同年市はその報告を公団におこなった。このうち，埋蔵文化財に

ついては，調査期日の関係から現地踏査を欠いたものとなり，既存のデークをまとめあげたものであった。このため

公団では，埋蔵文化財について徹底を期すべく，昭和50年3月19日新潟県教育委員会に対してく昭和5011=-度に長岡ニ

ュータウソ用地内の埋蔵文化財包蔵地等の確認調査を実施してほしい〉との口頭要請をしてきた。この要請をうけた

県教育委員会では，その取り扱いについて長岡市教育委員会と協議を重ねた。その結果，長岡ニュークウソ建設計画

地域内の遺跡分布調査および遺跡確認調査は県教育委員会が公団の委託により昭和51年度に実施することとし，市教

育委員会では同開発に対処するために専門瞼員2名を配慨することになり，とりあえず県教育委員会がおこなう遺

跡分布確認調査に全面的に協力することになった。

このような前提から，県教育委員会では市教育委員会と昭和51年度実施の調査体制や計画について協議を重ね，同

時に公団とも協議し，昭和51年6月17日公団と最終協談をおこない，昭和51年7月12日付地域振興整備公団長岡都市

開発事務所長馬場和秋が委託者，新潟県知事君健男が受託者となり，造跡分布，確認調査に関する委託契約に調印し

た。この委託契約に伴なって，公団では業務の施行についての連絡調整にあたる調査員に計画課長代理野村敏雄を，

県教育委員会では業務管理する主任担当者に文化財主事金子拓男を決め，相互に文書をもって通知した。なお，この

相互間の連絡調整担当の設置ほ，公団の事業委託要領に基づくものである。
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3 調査と遺跡の取り扱いに係る協議

昭和51年度の調査は，予備調査，第1次集中調査，確認調査，さらに第2次集中調査をおこない， 22遺跡が確認・

発見され，この結果は中間報告として，遺跡の所在を示す地図と遣跡一覧く表1〉にまとめ， 11月19日付けをもって

公団に通知すると共に，その取り扱いに関する事前協議を行なう必要がある旨を文書をもって伝えた。同日直ちに県

教育委員会・市教育委員会・公団との第1回三者協議を開いたが，県教育委負会では，遺跡の評価および取り扱いに

ついては部内検討中であったため，単に調査結果の概要程度の報告に留め，公団からは遣跡所在地の開発計画の説明

がなされ，今後の公団事業に伴なう発掘調査の実施主体および昭和52年度の分布調査，公団と文化庁との間に覚害が

未交換であること等について概論的な窓見を交した。

その後，県教育委員会では報告書の作成を急ぐと共に，造跡の評価と取り扱に係るランク付の部内検討を進め昭和
（註：l

53年2月にく表2〉の内容で市教育委員会および公団に伝えた。これに対し，市教育委員会は県教育委員会案に賛意

を表したが，公団は工事計画との関係において遣跡の取り扱いについて意見を異にするものがあった。

昭和52年4月18日，公団では県教育委員会の造跡の評価及びニュークウン造成計画を考慮して．造跡の取り扱いに

関する希望処置を部内でつめてく表3〉を協議の席で提示した。この席でそれぞれの立場から十分な検討 ・討脳をし

た結果，片刈城跡を除く遺跡の取り扱いは一応の結論をみるに至った。片刈城跡について，県 ・市教育委負会は保存

を希望し，ニュータウソ建設の中で活用すべきことを主張したが，公団は，城跡は老年期の山地であり，ニュータウ

ソそのものが北向斜面に位置しており，南側に高い山地をおくことは全体的に日照の問題があること，特に城跡周辺

の住宅地の日照時間の短縮，季節風による菌の吹きだまり，さらに地すべりの可能性を指摘し，山頂部の削平を主張

して意見の一致をみないまま終り，公団は後日具体的デークーを提示することをこの日約した。

これより先，新たに発見された遣跡について昭和52年1月27日付けをもって遣跡発見届を文化庁長官に提出すると

共に，遺跡の取り扱いについては，公団 ・屎教育委員会・市教育委員会の三者で協議中であり，一応の結論がでた段

階で文化庁に出向き指磁を得たい旨を口頭で伝えていたが，遺跡の取り扱いについて協議が進展し，基本的な方向が

まとまりつつあった2月16日，県教育委員と公団は文化庁に出向き，公団は事業概要を説明，県教育委員会では調査

結果を説明し， さしあたり，昭和52年度の事業実施において，その取り扱いを急ぐものについて指埠を得，さらに遣

跡の取り扱いに関するそれぞれの処置および調査体制，県市に係る事務の希望 ・要望を示して指迎を得た。この結果

昭和52年度には座禅塚・中山5号塚・蛇山7号塚の3造跡を発掘調査をおこなうこととし，今後もさらに協議して遣

跡の取り扱いを詰めることとなった。

遣跡の取り扱いについて三者協議で片刈城跡を除く他の遺跡の処置が一応結着をみた6月9日，文化庁記念物課小

林達雄調査官を現地長岡市に迎えて，協議経過・協議結果・事業計画等の説明を三者がおこなった上で，次の指導を

調査官から得た。

(1) 文化庁は事業の全体計画と遣跡とのかかわりあいについて掌握する必要がある。また文化庁は公団とも協議す

る必要があるので遣跡の取り扱い協議の結果と協議経過を文化庁にあげること。

(2) 保存すべきもの，記録保存とするものいずれをとわず報告書に記述すること。

(3) 協議中でランク付の変更があったものについては，県は副申を添えること。

(4) 文化財保護法第57条の3の通知は遺跡ごとではなく，追跡と事業計画は一括してあげよ，遺跡個々では事業に

対する公団と文化庁の合意がでてこない。とりあえず昭和51年度調査終了区域（西住区）についてあげよ。

(5) 東住区と南住区については，昭和5渉F度の分布調査結果と協議措置を，終了してからあげればよい。

(6) 文化財保談法第57条の3の通知は，公団→市教育委員会→県教育委員会→文化庁の順であげること。

(7) 片刈城跡については，県と公団が協議中とのことであり，県からデーターがほしいとの要望もあるので，公団
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としてはやむを得ないという根拠を明確にすぺきである。

この後，公団では片刈城跡の係るデークを熊め， 7月16日に県に来庁して残雪時の航空写真，城跡周辺地域の雪

積，風向等の観測データ，ボーリソグ調査による地質図等を持参し：城跡を現状で保存した場合の日照時間，風向に

よる雪の吹きだまり状況，さらに地すぺりの可能性など住宅地にもたらすことが予想される災害問題を説明された。

これによって県教育委員会としては，特に将来地すべり発生の可能性がある点を重視し，城跡の現状保存がきわめて

困難であると判断し，公団に対して山頂部の削平を了解した。

片刈城跡の取り扱い措置の決定によって，長岡ニュ ークウソ西住区および雲出地区の取り扱いはく表4〉のごとく

決定したので，この結果を直ちに文化庁に口頭により連絡して了解を得ると共に，この結果をもとに公団は文化財保

護法第57条の3にもとづく通知を提出し，県教育委員会は昭和52年8月17日これを文化庁に進逹した。

4 発掘調査の事業主体に係る市教育委員会との協議

市教育委員会と県教育委員会との間では，将来生ずる発掘調査についてその事業主体をどちらが担当するかという

問題が分布，確認調査さらには造跡の取り扱いの協脳に併行して生じてきた。県教育委員会では自治法第2条第6項

から市が事業主体になるべきことを主張し，長岡市教育委員会では開発が大きく，対処不可能であるので県に事業主

体を願いたい旨を云々，協議は平行線をたどったが，昭和52年3月3日の協議において，本来長岡ニュータウ‘ノに係

る発掘調査は，市の事業であるが，その処理能力，他開発との調整から市が座禅塚および中ILi5号塚を調査するこ と

とし，県は蛇山7号塚の発掘調査および分布調査を実施する ことで合意に達し，後日 この旨の覚書を交換することに

なり問題は解決した（昭和5砕=-7月9日調印）。 （金子拓男）

長岡ニュ ータウソ 雲出地区 ；中央北1・2

地区内の確認遺跡一箕及びその取り扱いに関す

る協議結果 （表4)

〔註〕

1 

遺跡種別 ・名称IIII罹籍鷹A教委希1I公団希望措四1協談結果措四
岩野城跡 A I A 

開発に伴なう遣跡の取り扱い基礁

凶完全に現状のまま保存するもの
城館跡・古墳・塚など．地表に造構が認められ，現状保存
でなければその存在の意味を喪失するもの。ボーリ`ノグや試
掘調査で地下に住居跡 ・窯跡などの遺構が確認され，その地
域できわめて重要な造跡と判断され，遺栴および遺物包含層
の保存がきわめて良好な状態にあるもの。

2 I座 禅 塚 II A 

3 II 寺田遺跡II C 
4 I城拍遺跡II C 
5 I観音 山 造跡 II C 
6 I蛇山 7号塚II C 
1 I蛇山 10号塚II A 

s II 片刈城跡II A 
C 9 I既射山城跡II

10 I丸山城跡II C 

11 I中山 1号塚 II C 
12 I中 山 2号塚II C 

131中山 3号塚II C 
中山 4号 塚 C 

14 中山 5号塚 II C 

15 I中 山 6号塚 II C 

16 薬師の塚II C 
11 I地 蔵 聡II D 
1s I地 蔵 尊| D 

19 I米 山 塔 1 D 
20 I月 待 塔 II D 
21 I薬師 堂跡II A 

22 I寺 浣 跡 II C 

I C I 
I C 

I I C 

I C 

I C 

I C 
I C 
I A 

I C 

I C 

I C 

I 
C 

C 

I C 
I C 

I A I 
I D I 

I 
D I 
A I 
I A I 
I A I 
I C I 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

A 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

A 

D 

D 

A 

A 

A 

C 

(B) 地下に埋没させて造物包含閉を保存するもの
諸条件で現状保存が困雖であり，埋没させても遺跡の損侮
が少なく，実質的に遺跡の価値を失なわずに保存できるも
の。この楊合は地形測益をして，遣跡の範囲を示す標識杭を
打ち，埋没させても造跡の範囲が明らかになるようにしてお
く必要がある。埋没深度はIm未満とし，遺跡の内容によっ
て埋没の浅深については十分の配惑が必要である。また，埋
没させた上に建造物をつくることは原則的に認められない。
(C) 発掘調査をして記録を保存するもの
過去において，相当遺跡の破懐が進んでおり，遺物包含陪
及び遺棉の保存度が極めて低いもので，いずれの保存方法に
よるよりも1;り発による活用の方がより効果的であると判断さ
れるもの。現状保存・埋没保存がともに諸条件により不可能
な場合。
(D) 他に移動して保存するもの

石塔 ・ 石碑 • 石仏などの石造物で，他に移動することが可
能なもの。この場合，地中に造物や造構が存在する場合もあ
るので，移動の段階で十分な調査をし，正確な記録を作成す
る。
(E) 立合い調査で済すもの

- 3-

事前の確認調査等によって，逍物の包含が極めて希薄であ
ることが確認されたり，過去において著しく破壊されている
ことが確認されている場合は，工事に際して専門家が現場立
会いをし，土層の変化や遺物・遺構の存否に留意し，臨機応
変な記録措置をとる。しかし，良好な造物包含陪や遺構が確
認された時には工事を中止して，発掘調査に切りかえること
が必要である。また，工事が遺跡の中心部からはずれていた
り，遺跡にあたえる影匿がきわめて軽微である場合にも立合
い調査が行われることがある。



長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ`
雲
出
地
区
；
中
央
北
l・
2
地
区
内
の
確
認
遣
跡
一
賓
表
（
表
1
)

造
跡
種
別
・
名
称

所
在

地
時

代
内

容
I
 
所

見

1
 
I
岩
野
城
跡
l
 
雲
出
町
水
梨

I
 
伝代
，
加
曲
藤
輪
左
，
京山
頂
大
夫
削
平
，
照
川
備
前
守
等
の
居
城
，
室
町
町
・
小
規
模
で
あ
る
。
保
存
状
態
は
良
好

2
 
座

禅
塚

II
 
//
 

I
 
方
形塚
，
一
辺
約

5,5
11~

,
高
さ
1.
6
m
,
 
周
溝
あ
り

1
 南
側
裾
部
が
一
部
破
壊
さ
れ
て
い
る。

3
 
I
寺
田
追
跡
I
II
 
II
 

縄
文
時
代

，
奈
良

•
平
安
時
代

I
 
土
器
片
採
集
さ
れ
る
が
，
散
布
状
態
は
き
わ
め
て
稀
源

4
 
I
城
相
造
跡
宮
本
町
一
丁
目
蛇
山

I
 
縄
文
時
代
中
期
の
遣
物
包
含
地

I
 
平
坦
部
で
の
遺
物
包
含
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

5
 
I
観
音
山
遺
跡
I
//
 
II
 
掘
音
山

I
 
網
文
時
代
後
期
の
遺
物
散
布
地

遺
物
の
散
布
状
態
は
き
わ
め
て
稀
薄

6
 
蛇
山
7
 
号
塚
I
//
 
II
 
蛇
山
（
王
池
の
塚
）

方
形
塚
，
一
辺
約
2
.
5
m
,
高
さ
0
.4
m

小
さ
な
塚
で
あ
る
が
，
保
存
状
態
は
良
好

7
 
1
蛇
山
10
 
号
塚
I
宮
本
東
方
町
蛇
山

方
形
塚
，
一
辺
約
5
.
5
m
,
高
さ
l.
l1
n.

l
 
保
存
状
態
ほ
き
わ
め
て
良
好

8
 
片
刈
城
跡
1
 高
頭
町
大
山

1
 空
伝
摂
森
あ
道
り
左
衛
門
之
助
克
矩
の
居
城
，
室
町
時
代
，
曲
輪
，
小
規
模
で
あ
る
が
，
保
存
状
態
は
良
好

，
 |屈
射
山
城
跡
1
大
積
町
一
丁
目

I
 
削
出
し
，
空
談
あ
り

普
請
中
途
の
も
の
か
？

1
0
 
I
丸
山
城
跡
(
?
)
I
宮
本
東
方
町
中
山

I
 

削
平
面
．
堀
切
と
思
わ
れ
る
も
の
あ
り
。

... 
1
1
 
中
山
1
 
号
塚
I
“
 
”
 

1
 円
形
塚
，
径
6
郎
，
高
さ
1
.
0
m

保
存
状
態
は
良
好
，
馬
頭
信
仰
に
関
す
る
も
の
か
。

1
2
 
中
山
2
 
号
塚
I

II
 

“
 

方
形
塚
，
一
辺
約
5
ti
t,
 
謀
さ
0
.7
m

I
 
同

上

13
 
I
中
山
3
・
4
号
塚
“
 
//
 
(
二
塚
）

I
 
円
形
塚
．
両
基
と
も
径
6
.
0
m
,
高
さ
0
.9
m

両
基
と
も
半
壊

14
 
|
中
山
5
 
号
塚
”
 
// 
(
三
ッ
又
の
塚
）
I
 
円
形
塚
，
径
12
.4
加，
麻
さ
2
.0
111

I
 
大
き
な
塚
で
，
保
存
状
態
は
良
好

15
 
I
中
山
6
 
号
塚
I
”
 
// 
(
北
川
内
の
塚
）
I
 
方
形
塚
，
一
辺
約
7
加，
高
さ
0
.4
,n

I
 
i諏
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
保
存
状
態
は
良
好

1
6
 
I
薬
師
の
塚
I

II
 
I/
 

1
円
形
塚
．
径
4
加．
高
さ
1.
0
叫
立
石
あ
り
I
 
保
存
状
態
は
良
好

17
 
地

蔵
尊
［
 
高
頭
町
小
入

I
 

18
 
地

瓶
瑚
I
 
宮
本
東
方
町
中
山

台
座
35
x
20
c況
，
高
さ
60
cm
,
安
山
岩
製
I
 

19
 
米

山
塔
I

//
 

II
 

1
高
さ
40
cm
,
『
明
治
廿
五
年
五
十
オ
』
の
銘
I
 

2
0
 
1
月

待
I

I/
 

“
 

1
 高
さ
40
cm
,
}) 
(
三
日
月
）
の
刻

I
 

2
1
 
I
薬
師
堂
跡
I
”
 
//
 

I
屋
敷
跡
15
x
2
5
111
,
東
側
に
土
塁
・
塚
あ
り
I
芦
の
伝
承
も
あ
り
．
在
地
の
小
規
模
な
棠
跡
と
考
え
ら

れ
る
。

2
2
 
|
寺

院
跡
l
”
 寺
屋
敷

I
 
乎
坦
地
あ
り
，
以
前
に
陶
器
片
採
渠

1
 近
世
の
小
規
模
な
寺
院
跡
と
考
え
ら
れ
る
が
，
寺
名
不
詳



長
岡
ニ
ュ
ー
ク
ウ`
ノ

雲
出
地
区

；
中
央
北
1
•
2
地
区
内
の
確
認
遣
跡
一
覧
及
び
そ
の
取
り
扱
い
（
表
2
)

遺
跡
種
別
・
名
称
l
所
在
地
・
地
番
I
 
時

代
・
内

容
I
 
所

見
I取
扱
1
現
状
保
存
の
理
由

1
 
岩
野
城
跡
誤
出
町
水
梨
33
440
61
4~
~3
34
41
17
2
他

室城
翡町
で時
三芦
代方
，向
孤の
翌尾
峰的
根ヵ
嘩山
を頂
左1
部-
京太
を2
削条夫
平の，
空無し
川た
堀二備
で郭
切前
等の
る
i。のll
1
 小
』
規
．で
.居
城
的
性
格
は
み
ら
れ
な
い
。
保
存
状
態
A
 
鰐
因
態
が
よ
く
．
小
規
揆
城
郭
と
し
て
の
形
状
を

2
 
座

禅
塚
“
 ,, 
32
90
 

方む
約。
5
.
5
m
,
 i'J
j
さ
1
.
6
m
の
方
形
塚
で
周
涛
が
囲
南た
．側
た裾
め部
，
一が
帝部
国破
石壊
油さ
れの
基て
礎い
測る
が及
杭，
を全
打容
ちは
込知
んり
A
 
保
存
が
よ
く
，
典
形
的
な
塚
造
営
の
地
形
条
件
を
そ

得
る
。

な
え
て
い
る
。

3
 
寺
田
遺
跡
I
If
 
// 
3
3
7
3
 

I爵
悶
代
奈
良

•平
安時
代.
II
Jt
.
 須恵
器の

1森
齢
霞
温
~
:
,
包
含
府
も
渾
＜
．
如
l
I
 
C
 
I
 

4
 
城
拍
遠
跡
I宮
本
町
1
丁
目
蛇
山
3
0
2
7
I鑓
文
時
代
中
期
後
半
の
遺
物
包
含
地
I平
坦
部
で
の
遺
物
包
含
状
態
は
良
好
で
あ
る
．
I
 C 

5
 
I観
音
山
遣
跡
I
I
I
 
II
 
東甲
甲
2
3
3
-
1
1
-
I応
時
代
虹
月
の
選
物
散
布
地

遺
物
の
散
布
状
態
は
き
わ
め
て
稀
薄
で
そ
の
範
囲
も
I
C
 
I
 

2
3
3
-
16
 

少
な
い
ら

6
 
I蛇
山
7
号
塚
I
“
 I
I 
蛇ぽ
山池
甲の
2
9塚
8）
の
子
I方
約
2
.
S
m
,
高
さ
0
.4
m
の
方
形
塚
I小
さ
t噂
る
が
，
保
砂
源
は
良
好
。
単
基
構
I
C
 

築
の
の
え
ら
れ
る
。

7
 
I蛇
山
10
 
F,:J
-
塚
I宮
本
東
方
町
蛇
W.
13
0
0
6
-
2
I方
約
5
.
5
叫
高
さ
I.
I
m
の
方
形
塚
I保
存
状
態
は
き
わ
め
て
良
好
．
I
 
A
 
I保
存
が
よ
く
．
典
型
的
な
地
形
的
条
件
を
そ
な
え
て

し、
る。

8
 
片
刈
城
跡
1
応
頭
町
大
山
甲
甲
53
2,
他
甲
5
3
3,
1'1
35
46
, 
茫
の
屋
益
根
を
温
空
響
亨
膠
零
遷
房
小
規
模
で
あ
る
が
．
保
存
状
態
は
良
好
。
居
城
的
性
A
 
保
存
が
よ
く
，
小
城
郭
の
典
型
的
形
態
を
示
す
。

5
7
1
 

空
堀
で
切
る
。

格
な
し
．

，
 I閤
射
山
城
跡
I大
積
町
1T
B
畑
ケ
田
甲
42
5,
4
7
8
-
3
1
肖り
出
し
が
み
ら
れ
二
条
の
空
堀
が
尾
根
を
切
る
I普
請
中
途
の
も
の
か
？

C
 
I
 

山
本
甲
11
2
1.
11
2
6,
11
'1:
l

゜
c.
n 

1
0
 
丸
山
城
跡
(
?
)
I宮
本
東
方
町
中
山
15
4
3
,
15
44
 
I
 

I肖
Il乎
面
，
掘
切
と
思
わ
れ
る
も
の
あ
り
。

C
 

11
 
I
中
山
1
舟
塚
I

II
 

✓1
 
17
23
―
・1
 
I円
形
塚
（
径
6
"'
・
 高
さ
l.
O
m
)
I保
存
状
態
は
良
好
。
懇
頭
I告
仰
に
関
す
る
も
の
か
.
I
 C 
I
 

1
2
 
中
山
2
号
塚
I
“
 

1✓
 
1
5
4
6
-
1
 
I方
形
塚
（
方
約
5
"'・ 
高
さ
0
,
7
m
)
I
 
同

上
C
 

1
3
 
悶
盟
!
;
 
旦
I
，， 

1
1
 
14
74
(
=塚
）
I円
形
塚
，
両
基
と
も
（
径
6
.0
m
,
高
さ
0
.
9
m
)

1
~

 戸
と
も
半
壊
，
2
甚
1
対
を
な
す
と
考
え
ら
れ
I
g
 I
 

1
4
 
中
山
5
号
塚
I
“
 
// 
J邸
1-
1
(号
it.:
R)

I悶
~
(
径

12.
4叫
高
さ

2.0
"')

山側
に和
がま

1大
きな
塚で
保存
状態
は良
好。
I
 
C
 

1
5
 
I中
山
6
号
塚
I
“
 
II
 
1
5
8
8(
北）
II
内
の
塚
）
I方
形
塚
（
方
約
7
"'・ 
高
さ
0
.4
m
)
I貯
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
保
存
状
態
は
良
I
C
 

1
6
 
薬
師
の
塚
I
”
 
II
 

1円
形
塚
（
径
4
m
,
 高
さ
I
.
O
m
)
立
石
あ
り
・
1保
存
状
態
は
良
好
．

I
 C 

1
7
 
I地

蔵
癖
1
高
頭
町
小
入

I
 

I清さ
水れ
たに
伴も
のう
もと
推の
定と
考さ
れえ
らる
れ。
，
 昭
和
に
入
り
安
踏
D
 
I
 

1
8
 
地

蔵
尊
1
宮
本
烹
方
町
中
山

I台
座3

5><
20•

"·
像
高
60
c謂
。
安
山
岩
製
I彫時
対代
が頃
浅の
もく
形の
式と
的推
定で
簡さ
れ略
でる
あ。
り
幕
末
か
ら
明
治
D
 

1
9
 
I米

山
塔
I
“
 
II
 
14
25
 

1
高呻
さ
4あ0
叫り
.
「
米
山
塔
」
『
明
治
廿
五
年
五
十
オ
』
I
 

I
 
D
 
I
 

2
0
 
月

待
塔
I
“
 
“”
 
1高
さ
40
cm
。
》
（
三
日
月
）
の
刻
I
 

l
 
D
 

2
1
 
薬
師
堂
跡
I
”
 
I
I
 

醤
謬
。
m
の
半
円
形
の
寺
屋
敷
跡
，
東
砿
這
.
I旦
房
蒻
在
に
関
す
る
伝
承
が
地
元
に
残
り
，
小
規
I
A
 
屋り
敷．
地立
地と
のと
地も
理に
条．
件
後
『
加
の
え
土
て
塁
中
と
近
塚
世
が
の
小よ
寺く
残院

の
典
型
的
姿
を
示
す
。

2
2
 
寺

院
跡

I
I
 
穿寺
山歴
2
4数
38
, 
2
4
4
0
 
I平ぇ.
坦-O~地o
あ
り
，
以
前
に
隣
器
片
が
採
集
さ
れ
た
と
伝
I・寺近が
名残
世緑
のる
本起
。
堂等
は手
不詳
の小
。近
寺院
く跡
に長
と考
明え
寺坂
られ
なる
るが
地名
，
 
C
 



長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
文
化
財
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
事
前
協
議
（表
3
)

番
号
1
逮
跡
の
名
称
1
歴
地
円
利
Jif
計
ヽ
1
遺
跡
の
扱
い
i
 
翡
ら
西
i;
各
ソ
開
発
整
憐
事
棠
に
お
け
る
i李
夏
塁
百
II番
.f
}I
遺
跡
の
名
称
I
塁
ふ
IJ
晶
ぷ
I
遺
跡
の
扱
い
1
 塁
塁
ら
伍
云
ぶ
炉
開
発
藍
節
祀
に
お
け
る
李
璽
塁
塁

1
 
岩
野
城
跡
緑
地
保
存
地
区
現
状
保
存
ド
状
の
ま
ま
史
跡
と
し
て
保
存
す
る
。

1
 
一

造
成
計
面
で
は
盛
土
部
と
な
り
蕊
と
し
て
匝
し

14
 
中
山
5
号
塚
住
宅
11J
 
地
発
囲
し
て
記
録
保
存
て
い
る
が
工
事
の
関
係
上
仮
骰
関
悠
池
の
堪
水
区
(5
2
S
 
年
5度2
年
発
度
掘）

造
成
計
画
上
は
切
士
部
と
な
る
。

域
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

2
 
座
禅
塚
工
業
用
地
発
掘
し
て
記
鉗
保
存
本
地
点
は
漢
出
地
区
の
土
地
利
用
計
匡
上
極
め
て
重
S
 5
2
年
度

I
 
（％
s
 
年
54度
年発
度掘
以予
降定
）

要
な
地
点
で
．
現
状
保
存
の
扮
合
奨
出
地
区
全
体
を
(5
2
年
度
発
掘
）
15
 
中
山
6
号
寂
住
宅
用
地
発
掘
し
て
砂
保
存
1造
成
計
面
で
は
切
土
と
な
っ
て
い
る
。

頷
す
る
。

土
地
利
用
計
画
は
宅
地
と
し
て
利
用
す
る。

3
 
I
寺
田
造
跡
I
盛
土
斜
面
下
1
発
掘
し
て
記
緑
保
存
盛
土
滋
成
法
面

S
 5
3
年
度

沿
成
計
函
上
は
切
土
と
な
る
。

S
 5
4年
度
以
降

(5
3年
度
発
掘
予
定
）
16
 
丸
山
城
跡
住
宅
用
地
発
掘
し
て
記
鋭
保
存
宅
地
と
し
て
利
用
す
な

54
な
い
し
55
年
度

発
掘
予
定

4
 
観
音
山
沼
跡
ニ
ュ
ー
ク
ウ
ソ
公
園
及
発
据
し
て
記
録
保
存
造
成
It
西
上
は
切
土
と
な
る
．
ク
ウ
ソ
七
ソ
ク
ー
及

ぴ
ク
ウ
ソ
七
ソ
ク
ー

び
ニ
ュ
ー
ク
ウ
ン
公
閏
の
一
部
と
し
て
利
用
す
る
。

S
 5
3
年
度

(5
3年
度
発
i術
予
定
）
17
 
閤
射
山
城
跡
蘇
地
保
存
地
区
視
状
保
存
1蘇
地
と
し
て
現
状
の
ま
ま
保
存
す
る
．

泣
＇
寄
遺
跡
住
宅
用
地
及
び
束
住
区

遥
成
計
画
で
ほ
切
土
と
な
る
。
工
事
の
段
陪
で
は
黒
S
 5
3
年
度

西
住
区
南
端
に
位
1/'l
し
て
い
る
が
．
現
況
に
お
い
て

5
 

発
狐
し
て
記
録
保
存
/II
第
2
防
災
閃
印
池
の
工
事
J11
道
路
材
料
阻
場
と
し

は
地
形
が
免
妓
で
，
公
閑
と
し
て
の
利
用
上
危
険
で

幹
線
道
路

て
使
用
し
た
い
．

(5
3年
度
発
揺
予
定
）

あ
る
と
同
時
t::
.
町
住
区
の
生
活
環
度
（
積
営
期
の

18
 
片
刈
城
跡
粒
地
蛇
情
地
区
発
し
て
記
録
保
存
ふ
き
だ
ま
り
，
斜
面
崩
壊
等
）
上
の
問
題
が
残
る
．
S
 .5
4年
度
以
降

切
土
部
で
あ
り
．
長
罰
ニ
ュ
ー
ク
ウ
ン
の
玄
関
口
と

従
っ
て
部
分
的
に
切
土
し
，
安
全
な
住
区
と
形
成
す
(5
7年
頃
発
抱
予
定
）

6
 
蛇
山
7
;,
 塚
ク
ウ
ソ
セ
ソ
ク
ー
用
地
発
掘
し
て
詑
録
保
存

S
 5
3
年
度

し
て
瓜
要
な
位
社
と
な
っ
て
い
る
．

(5
2
年
度
発
祝
）

る
と
同
時
に
市
民
に
親
し
ま
れ
る
公
園
と
し
て
の
利

用
を
図
る
。

er
, 

長
岡
ニ
ュ
ー
ク
ウ
ソ
西
住
区
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
S
 5
3
年
度
19
 
寺
屋
数
遺
跡
1
住
宅
用
地

7
 
蛇

•山
10
号
塚
住
宅
JfJ
地
発
掘
し
て
記
録
保
存
．し
．
土
地
利
用
及
び
そ
の
住
環
攪
．
街
路
酌
在
計
函

発
掘
し
て
記
録
保
存
造
成
計
函
で
は
．
盛
上
と
な
る
，
土
地
利
用
上
は
住
S
 5
4
年
度

等
か
ら
極
め
て
厭
要
な
位
既
と
な
っ
て
い
る
。
(5
3年
度
発
揺
予
定
）

宅
と
し
て
計
画
す
る
．

(5
4年
度
発
掘
予
定
）

8
 
I
薬
師
堂
の
塚
1蘇
地
保
存
地
区
1
現
状
保
存
現
状
ま
ま
保
存
す
る。

I
 

20
・
21
米
山
閉
月
待
塔
1蝕
地
保
存
地
区
現
状
保
存
現
状
の
ま
ま
保
存
す
る
。

，
 菜
師
堂
跡
舷
地
保
存
地
区
現
状
保
存
自
然
舷
地
叉
は
整
備
緑
地
と
し
て
の
利
用
を
検
討
す

2
2
 
I
地
蔵
尊
近
砕
公
固
移
動
し
て
保
存
1
磁
公
閑
の
中
に
移
動
し
て
保
存
す
る
。

I
 s
碑
度
以
砕

る。
（
邸
年
頃
移
動
予
定
）

10
 
中
山
1
号
坑
住
宅
用
地
1発
掘
し
て
記
縁
保
存
造
成
計
西
上
は
切
土
と
な
り
．
廷
用
地
と
し
て
利
ド
発
な
掘
？
予
、
宮
定
~~

 
23
 
地
減
誼
防
災
凩
節
池
移
動
し
て
保
存
適
切
た
湯
所
に
移
動
し
て
保
存
す
る
．

S
 5
4年
胆
以
碍

用
す
る
。

た
ん
水
区
域

(5
6年
頃
移
動
予
定
）

11
 
'、h
山
2
号
塚
I住
宅
）月
地
発
揺
し
て
記
叩
保
存
造
成
阻
面
上
は
切
土
と
な
り
，
住
宅
用
地
と
し
て
利
S
 5
4
年
度
以
砕

用
す
る
．

5発
掲
な
い予
定L
碑・
度
）

12
• 
13
 
中
山
3•
4
丹
塚
住
宅
Jfl
・
地
発
掘
し
て
記
録
保
存
造
成
計
画
上
11
切
士
と
な
り
．
住
宅
用
地
と
し
て
利
S
 5
4年
度
以
降

用
す
る
．

(5発
4な
堀い
予定
L
5
5年
度



蛇山 7号塚発掘調査報告



I 発 掘 調査日誌

長岡市宮本町1丁目蛇山地内における蛇山7号塚く王池の塚〉の発掘調査は，新潟県教育委員会（教育長 米山市

郎）が調査主体となり，文化行政課埋蔵文化財班担当職員を中心として県内考古学研究者の協力を得て行なわれた。

さらに地元白烏町から作業員として有志の人々の協力を得て発掘作業を実施した。

10月3日 発掘器材・用具の運搬。県営宮本原種苗畑の作業小屋借用に際し長岡林業事務所と現場で打合せを行う。

宝生寺住職に塚供簑の依頼をし，白烏町区長，地域振興整備公団長岡都市開発事務所にあいさつに回

り，発掘調査への協力を依頼する。又，上除町片桐医院には発掘作業中，調査員や作業員が負傷した場

合の緊急手当を依頼する。その後，立木伐採のあとしまつを行う。

10月4日 昨日に引き続き立木伐採のあと しまつ，下刈りを行う。遣方の準備をし追方を組む，遣方の主軸は磁北

から25度38分東へふれていな又，レベルは69.00miこする。塚の写真撮影を行う。

10月5日 本日より作業員入る。塚周辺の立木伐採及び下刈りを行う。発掘調査に先だち午前10時より宝生寺住戦

による塚の供喪を行う。地域振興整備公団長岡都市開発事務所馬場所長，野村課長代理，林担当，文化

行政課石塚主任文化財主事，調査員，作業員が参列する。供簑後，グリッドを設定し南端より墳丘及び

その周辺地形の測誠を開始し，同時に発掘調査に入る。安達吉治氏来訪。

10月6日 A~G-8の地山まで完掘。地山は木の根の攪乱をうけている。遣物出土。墳丘及びその周辺の地形洞

雄を終了する。

10月7日 A~G-5を発掘。墳頂部及び周辺から遣物出土。

10月8日 A~G-5を地山まで完掘。地山は木の根による攪乱を相当受けている。

10月11日 C •D- 4 を発掘。塚内部から近代磁器片出士。填頂東側にビット状造構検出， 塚の断面実測及び写真

撮影を行う。旧地主小島シズさん宅を訪ね聞込み調査を行う。安達吉治氏来訪っ

10月12B C• D-4の発掘終了後，写真撮影を行う。器材・記録・遺物等の整理点検を行い，関係諸機関，関係

者にあいさつに回り本遺跡の発掘調査を完了する。

なお，本遣跡の発掘調査は下記の人員構成で実施した。

発掘担当者 金子拓男（県教育庁文行政課文化財主事 ・日本考古学協会員）

調査員 齊藤基生（県教育庁文化行政課学芸員）

竹田陽子（県教育庁文化行政課嘱託）

多々静治（長岡市立宮本中学校教諭）

協力 員地域振興整備公団長岡都市開発事務所

長岡林業事務所

長岡市教育委員会

安達吉治 ・荒木早苗・片桐幹夫 ・堀 善吉

事務局湯本武（県教育庁文化行政課副参事）

森田長治（県教育庁文化行政課主事）

- 7-
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]I 塚の地理的 ・歴史的環境

蛇山7号塚は長岡市宮本1丁目（旧大字宮本）蛇山甲298番地子に存在し，標高68.Smの丘陵上にある。 この丘陵

は第3紀中新統.!:.部以上の地層群によって構成される摺曲構造によってなるもので，摺曲構造は日本海側から西山丘

陵，曽地丘陵，八石丘陵，関田丘陵の背斜とその間に存在する向斜が東北から西南方向で雁行しており，これらの地

質棉造は信越国境の東頸城丘陵にその端を発し，東北方向に向いながら漸次高度をさげ信濃川左岸で新漉平野の沖積

地にその姿を沈める。丘陵の裾部には信濃川によ る洪積段丘が著しく発達をみせており，高燥で広大なく原〉と呼ぶ

平坦面があり，現在では畑地として利用されている。塚は，八石背斜の東北端に位置し，背斜構造が低下し，信凝）II 

段丘面く関原面〉に接するその直上に立地している。塚からは東北から東方向でく関原段丘面〉を越えて信浪）IIの沖

積地を望み，きわめて眺望にすぐれている。さらに塚の周辺地形を拡大すると，地表面では高燥であるが多く毅流水

を段丘ほ含み，それらが流出して多くの小沢川を造り出すと同時に，丘陵部においても谷筋も深く比較的流水紐にめ

ぐまれ，それらの流水によって形成された谷沢によって平坦な段丘面がその連続性を断たれ大小の地理的プロックを

構成する。塚の所在地は東側は谷川とその低湿な沢地で切られ，北側と西側は黒川とその支流の笹）IIで切断され，関

原丘陵の中にあっても独立した地形である。このプロックもさらに東側は谷）IIとその支流水ケ谷で，西側はたんの入

で狭まれた白烏プロック，黒川 ・笹川とたんの入に挟まれた宮本プロックとに二分される。塚は白鳥フ・ロックが北側

を底辺とする三角形プロックの頂点に位置しており，現在の地藉では宮本と属するが地形的にみれば白鳥に属するよ

うに思われるところにある。

この地は古代律令時代にあっては，大家・栗家・文原・夜麻の 4郷のうちいずれに属していたかは定かではない

が， ＜越後国古志郡〉のうちで把握されることはほぼ確実であろう。降って中世に入るとこの地はく白烏庄〉と称さ

れ，正平8年京都建仁寺で寂した五山の文僧友梅禅師の故郷とされている。この地がはたしてく白鳥庄〉か否かは従

来種々の見解をみてきたのであるが，応永31年に白烏庄内にく除 ・稲）II• 吉水・釜屋〉の地名がみられ，永正3年に

は越後国山東郡にくかみしろとり・しもしろとり ・かみのぞき・しものぞき〉がみられる。いうまでもなくくかみの

ぞき・しものぞき〉は現在その名を伝えておりくかみのぞき〉は上除町，くしものぞき〉は現在の関原1丁目である。

現在の白烏町は江戸時代に成立した部落といわれているが，＜村〉に白鳥なる名称が使用されたことはそこに歴史的

なものがうかがうことができ，江戸時代にく越後国三島郡白烏庄下除村＞ ．＜白鳥庄笹川郷東方村〉等が使用されてお

り，先の記録のくしろとり ・のぞき〉あるいはくかみしろとり・しもしろとり ・かみのぞき・しものぞき〉と接続さ

れる記賊からみても白鳥庄に屈することは確実と思われ，くしろとり〉も現在の五反田• 関原3丁目・白鳥あたりを

中世のくしろとり〉にあてることはそう無理とは思われない。もしこの仮説が許されるとすれぼ，蛇山7号塚のある

地域は白鳥庄の内のく白鳥〉であった可能性がきわめて高いといえる。

白鳥庄は安元2年八条院領として初出し，文治2年にも継承される。その後随心院門跡領となり，天授6年には太

田左衛門権小尉資明が上野郷の領所職となり，以来太田氏の年貢横領がおこなわれることが知られ，太田氏の白鳥庄

の支配は段々と強化されていったであろうことは容易に推測される。その後定かではないが，室町後半期には上杉家

臣大熊備前守朝秀がこの地を支配したとも伝えられる。いずれにしても上杉家の支配であった。

江戸時代に入ると座長3年に堀秀治が越後45万石の大守として入封するとその支配下に属したが，この地は蔵王堀

家の支配下に入ったものであろうか上除八幡宮には堀甲斐守の寄進状の写しが保存されている。慶長1砕Fには松平上

総守忠輝，元和9年には松平光長，天和元年には幕府の御蔵入地となり，貞享3年から天明 6年までは稲葉丹後守，

天明6年から文政元年の間は天領として代官所脇野）II陣屋の管轄となり，文政元年より明治元年までの間は出羽上の

-8-



(第１図-１出典：国土地理院発行 昭和48年「西山」昭和49年「長岡」1:25,000原図)
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山藩松平山城守となって明治維新を迎えている（近藤勘治郎 1937)。明治以降は宮本村に属し，関原町さらに長岡市

に合併され今日に至っている。

この地は古代以来，交通の要衡と考えられるところで，国道8号線は柏崎→曽地→曽地峠→大積→宮本→関原→長

岡のルートで，曽地背斜と八石背斜間に流れる黒川にそった黒川向斜内を走っており，上越と中越を結ぶ動脈となっ

ている。またこの街道に沿って山城（要害）が集中することからして中世以来きわめて重要な街道であり，こうした

傾向は古代まで遡古し得ると考えられる。塚の北東500切に地蔵塚（蛇山1号塚）の北側を通る道路は旧小千谷街道

で地元では俗にく浜道〉と呼んでいるc これは椎谷 • 石地→薬師峠→岩野→宮本→蛇山→糠山→高寺→深沢→来迎寺

→片貝→小千谷ルートで，日本海沿岸の海岸部と魚沼地方の山間部を結ぶ須要な道路で，江戸時代から昭和初期まで

は大いにその役割をはたしていたと地元の古老は語っている。＜浜道〉なる呼称は日本海沿岸でとれる魚貝類をはじ

めとする海産物を運搬した当時の経済活動を物語るものであろう。またこの道路に沿って多くの石仏・石塔類が存在

することからしても当時の本街道の重要性を認めることができる。さらに宮本から北に向って山裾の街道を通ると宮

本→脇野町→与板→寺泊のIレー トがある。宮本は宿場町としてかつて栄えた歴史をもっており，上記の交通事情を説

朋している。

蛇山7号塚は宿場町宮本から離れ，また小千谷街道からも離れているが，特に交通の点からみると関原から笹郷さ

らに大稜にぬける間道に接しており，この道は笹郷の人々が米を背にかつぎ供出する道として戦前まで使用していた

といわれ，道幅が1間以上のものである。蛇山7号塚はあるいはこの間道と関係する塚かも知れない。

（金子拓男）

冊 塚の 外形と現状

国道8号線バイバスより南へ約400m,八石丘陵の端部に近い緩傾斜面の標高約68.50mの地点に蛇山7号塚臼苅b

の塚〉は位訟している。この地点より北東方向は昭和4~度より北陸高速自動車道の建設に伴う 土取用地であり，

又，昭和51年度完工の蛇山畑地整備地区でもあったため長岡ニュークウソ建設区域を境にして約lOmの高低差がつい

ている。このため塚が現在位置しているところは台地の先端部のようになっている。

この緩傾斜面は県営宮本原種苗畑になっており，塚のその東側の杉の疎林中に位趾している。この付近は南北方向

は台地端であり，南東方向も水ケ谷により傾斜している。このため等高線はおおよそ南北に走っている。

本塚の初見は新潟県埋蔵文化財調査報告書第6(1976)「地蔵塚発掘調査報告」で方9尺，高さ 3尺の方形塚と紹

介され，又，新潟県埋蔵文化財調査報告害第10(1977)「長岡ニュークウン遺跡分布調査報告」では一辺約2.5切，

高さ0.4mの方形塚と報告されたが，いずれも伝承，伝説等は全くなかった。

塚の形態は方形を示しており，断面はほぼ半円形である。壊頂部あるいは塚の四隅は土が多少流れているのであろ

うか，平面，断面共かなり丸くなっている。塚の規模ほ底部で東西軸3.9切，南北軸3.7mを測る。墳頂部については

方形の面としてはっきりつかむことは出来ないが，東西軸2.4m,南北軸1.8mとなっている。又，斜面上に位紅して

いるため塚底部で東西では約0.4m東が低く ，南北では約0.3m北が低くなっているが， 塚の高としては約0.5切を計

る。以上のことからこの蛇山7号塚は底部の面積の割合に比べ高さが低く ，又，底部の面積の割合に頂部の面稿が広

い極めて，扁平な塚という ことが言える。

この塚には附随する外部施設はみられない。ただ，塚の北西部のグリッドB-1~5にかけて深さ 2~18cm, 幅80

~120c飢， 長さ約5加の溝状のものがみられたが，これは排水の為のものか，あるいは原種苗畑との境を示したものと

-10-
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思われる。この他には塚の南側は2カ所，等高線の流れがみられる以外は特に記すことはない。

なお，発掘調査対象地にはzxzmを基本区画として東西7グリッド，南北8グリッド，総計56グリッドを設定し

た。グリッドには西から東ヘアルファベッ トを，北から南へは数字を付し，これをA-1,B-2のようにアルファ

ベットと数字の組合せをもってグリッドの名称とした。

（竹田陽子）
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W 内部 構造

蛇山7号塚の土層断面は塚中央をA~Bに切ったもので第3図，図版第1I図に示す通りである。現状が杉の疎林で

あったため木の根による攪乱がみられた以外は墳丘梢築時の状態で比較的良く残存していた。前項にも述ぺた通り，

本塚ほ斜面上に位四しているため東側と西側では約85cmの高低差がみられ， 地山から墳頂までllOc111, 東裾部から地

山まで約45cm,西裾部から地山まで同じく45c111を計った。

土層及び土の状態は次の通りである。第1層は暗褐色土層 (A)で乾性，軟弱の表土である。第2恩は3つに分け

られる。淡褐色土恩 (B)は乾性，軟弱でしまりがなく小珪石を含有する。茶褐色土陪 (C)は湿性，軟弱でしまり

がない。淡褐色土層 CD)は (B)そのものである。第3恩は褐色土陪 CE)で乾性，軟弱でしまりがなく小珪石を

含有する。第4思は茶褐色土層 (F)で乾性，軟弱でしまりがなく地山の黄褐色土が混入している。第5層は暗褐色

土層 CG)は水分を多益に含み， しまっており土府中に炭化物を検出できる。第6阿は茶褐色土居 CH)で水分を多

殿に含み，粘質でしまっており土恩中に炭化物を検出できる。第7陪は黄褐色土層 (I)で水分を多羅に含む粘質の

ローム層で地山であるっ

以上のことから第5層暗褐色土陪 (G)と第6層茶褐色土恩 (H)は水分を多益に含んでいる。土がしまってい

る，炭化物を含む等から他の第 1屠～第 4 隠とは異なる。このような点から こ の第 5 層 • 第6層は墳丘構築前には堆

稲していたと思われる。ただ第5恩が東側の途中で切れているのは斜面になっていることから，現在の表土を被る前

に削られたと十分に考えられる。第4層茶褐色土慰 CF)は地山の黄褐色土が混入されており，土質は軟弱でしまり

がなくこれは塚構築時に盛土したものと思われる。第3層褐色土層 (E)は小佳石が混入している点は第2層の淡褐

色土層 CB)と類似し，土質も軟弱でしまりがなくこの第3陪も盛土したと思われる。ただ西側に土層が長く続いて

いるのは盛土の流れとするには難しく， しいて考えるには (E)をある程度取除き， CF)を盛土しその上に CE)

を盛ったものと考えられる。第2間はレソズ状に盛土され3つに分けられる。茶褐色土陪 (C)は平面は直経40c111,で

円形で断面図ではビット状の形態を示している。

（竹田陽子）

A- 69.00 -8  

。
3 II 

A暗褐色土府（表土） B淡褐色土屑

D E褐色土屑

G暗褐色土層 H茶褐色土層

c茶褐色土層
F茶褐色土屑（黄褐色土澁り）

1黄褐色土層（地山）

● 盛土中逍物出土地点

第3図 塚 断 面

※図中の黒点は炭化物を表す

図
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v遺 物

本遺跡の発掘調査で出土した遺物は近 ・現代の陶磁器，縄文土器，石斧，泥人形，自然礫である。出土地点と して

は塚盛土中1点，墳丘表土中11点，塚周辺表土中2点，他は墳丘上表採1点の計15点と極めて少ない。出土地区とし

ては墳丘が含まれるグリッドC-4 • 5, D-4・5に集中している。なお，この地域の土恩中には牡とんど礫が含

まれていないので参考までに出土した自然礫も記載した。

1. 塚盛土出土遣物

仏飯具（第4図，図版第m図1) 仏具のいわゆる磁器製仏飯具の碗の部分である。外部は藍行色を呈し，口縁部

は釉が薄く素地の白色を現わしている。内部は白色で内面には染付文様の一部かと思われる端部がみえる。造りは精

巧ではなく外面に素地の凸面がみられる。釉はコバルト系の薬品を使用し，時代は近 ・現代のものと思われる。口径

5. 7ci几，深さl.5c111前後になるであろう。グリッドC-4,塚のほぼ中央，表土下6Qc111の第3層から出土。

2. 墳丘表土出土造物

縄文土器凜5図1,図版第ID図2) 縄文時代中期の無文の土器片である。内面は横ナデ整形がみられ，胎土に

は微砂を混入している。色調は内外共に淡黄褐色を程し，焼成は良好である。細片で器形等は不明である。グリッド

D-5より出土。

石斧（第5図2,図版第ID図3) 剣片を利用した祖雑な短冊形打製石斧で，頭部3分の1を欠損している。片面

は自然面で側縁部の状態は敲打，側面はそりがあり刃部には磨耗痕がみられる。石材は石英安山岩， 最大幅5.lc汎，

現存長7.8c航，厚さ1.5cm。グリッドD-5より出土。

摺鉢（図版第Ill図4) 褐色の陶器摺鉢の体部片である。内外共に鉄釉がかけられており，内面全体に櫛目をほど

こしてある。近・現代のものと思われる。グリッドD-5より出土。

摺鉢（図版第Ill図5) 摺鉢の体部片である。熊釉の陶器であり色調は茶褐色を程す。内面は数条の櫛目があった

と思われる。近代のものであろう。グリッドD-5より出土。

泥人形（図版第皿図6) 赤黄色の素焼きの小形泥人形である。布袋様の形態をしており平面上に直立する。型抜

きしたもので底部には径0.4c11tの円錐状の穴が頭まで貫

いている。これは串状工具を刺した穴で，焼成前にあけ

られた穴である。他の六福神といっしょに立てて飾って

おいたものか，使用目的は不明であるが近代のものであ

ろう。高さ2.lci凡，最大幅3.2ci几，底部厚さ1.3cm, グリ

ッドC-5より出士。

磁器（図版第皿図7) 外面は褐色で鉄釉がかかり，

内面は素地の白色である。薄手の磁器片で徳利状のもの

と思われる。近代のものであろう。グリッドD-5より

出土。

陶器（図版第皿図8) 外面は福色の鉄釉が部分的に

かかり，内面は赤褐色の釉がかかっている陶器片であ

る。細片で器形等は不明，近代のものと思われる。グリ

言
。

3 cm 

第4図出土遺物 (1)
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ッドC-5より出土。

焼瓦（図版第III図9) 内外面共褐色の鉄釉のかかった棧瓦片である。厚さは1.8cmで胎土に小石等を含有する。

近・現代のものであろう。グリッドD-5より出土。

陶器（図版第III図10) 素焼きの陶器である。細片で器形は定かではないが甕の口縁部であろう。胎土に砂を混入

している。近世のものと思われる。グリッドD-5より出土。

自然礫（図版第III図14) 安山岩質の石片である。風化が著しく ，人為的なものが加わっているかどうかは不明で

ある。グリッドD-5より出士。

自然礫（図版第III図15) 玄武岩の石片と思われる。風化が激しく，人為的なものが加わっているかどうかは不明

である。グリッドD-5より出土。

3. 塚周辺出土遺物

素焼陶器（図版第III図11) 淡黄褐色の陶器片である。胎土に微砂を含んでいる。細片で器形は不朋である。近代

のものと思われる。グリッドA-5より出土っ

素焼陶器（図版第III脳12) 赤黄色の素焼陶器片の縁部である。断面は乎行四辺形をしており器形は鉢状か円盤状

の形になると思われる3 厚さは1.3c潤，近 ・現代のものであろう。グリッドA-8より出土。

4. 墳丘上表採遣物

磁器（図版第III図13) 茶碗の底部である。内外面ともに藍青色の文様がプリソトされている。内面の中央には国

旗が二本円の中に描かれており，外面は高台の囲辺に文様が描かれている。器形ほ半筒形であろう。染付の釉のこぽ

れや， 素地の凹凸面があり粗雑な近代の磁器である。高台の應径3.8畑。塚上の表採資料である。

（竹田陽子）

。
5 cm 

第5図出 土 遣 物 (2)
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VI蛇山 7号塚につ いて

本塚は先述したごとく，現形状でみる限り小形の方形塚であるが，その断面は方形塚にみられる台形状を呈すると

は言い難く，どちらかというと円形塚の断面に近いものとなっている。また塚自体から判明したことは，陪序により

明らかに盛土作業により造作されたものであり，第3庖から磁器小片が1点出土したことである。加えて塚の東庭お

よび南庭さらに基底部には何らの遺構も発見されず，塚の性格を示す確証は全く得られなかった。

本塚の発見は，昭和491:f-6月に県教育委員会が本塚の近くに所在した「地蔵塚」 ・「蛇山遺跡」の発掘調査を実施し

た折，地主堀善吉が自分の持山に塚があると言ったことから確認されたのである。その折のI紺き込みやこのたびの聞

き込みからも本塚に関する伝承や伝説は何も得られず，この点からも塚造営目的や性格を追求する手段は得られなか

った。しかし，塚造営の時期については，幸にして第3附から出土した磁器片によって明治時代以降のものと判断さ

れたことで，近代のきわめて新しい造営になるものと確認された。

塚のある長岡市宮本1丁目小字蛇山甲 298番地子の土地所有関係は，明治45年2月27日宮本村大字宮本15番野本常

吉により土地登記したのにはじまり，同年月日に関原村大字西関原の高木甚三郎が売買による取得登記をした。大正

元年9月24日売買により宮本村大字宮本の網島甲ニーに移り，さらに大正5年2月18日に同村の中川亀作と野本忠蔵

の2名が登記している。大正5年4月5日に野本忠蔵の死亡によりその子野本久蔵が土地の二分の一を相続し，昭和

6年4月宮本村大字宮本の小島勇作が所有するところとなった。戦後の昭和25年8月29日関原村大字白鳥の堀善吉が

小島勇作から買い求め今日に至ったのである。

堀咎吉はく自分がこの土地を小島勇作から買ったときにはすでに塚があった〉と言い，小島勇作はすでに死亡して

いるため，彼が購入したときの状況を聞くことはできないが，小島勇作の妻シズはく昭和8年勇作のもとに嫁したが，

そのとき以来毎年山へ下刈に出かけたが，塚があったことを記憶している〉とのことであった。さらに小島シズを通

じて勇作の妹で群馬県に居住されている方に1絹いてもらったところでは， く自分が記憶する限りでは， 小島家で塚を

造営したとの話は聞いていないし， 子供の頃に山へ出かけた時すでに塚は存在していた〉 と言う。堀・小品以前の

この土地の地主であった野中家 ・高木家・綱島家・中川家等では，本土地を売却した時期がすでに古く，当事者はす

でになくなっており，山をもっていたことすら記憶に定かではなく，まして塚の存在は存じないところであった。

これらのことから本塚の造営は，小島勇作が買い求めた昭和6年以前，出土した磁器製仏飯具からその上限を明治

時代に求め得ることが可能と考えられる。したがって明治時代に本土地を所有していた野本家が個人的事由により造

営したか，あるいはその後土地を買い求めた高木家・網島家・中川家等あたりの造営になるものと思考されるのであ

る。なお，本土地に育成する杉は，堀善吉が買った後に植林したものであり，塚造営の年代を決める手段にはなり得

なかったのは残念である。

塚の所在する土地は，東側に向いた緩斜面にあり，西側に隣接する県営育苗所が開堅されるまで当該地を含めた周

辺土地は畑化されたことはないといわれ，土地登記もその地目はく山林〉である。塚および塚周辺から発見された遣

物は，近現代のものであり，塚の北側に広がる畑地を日本道路公団が土取をおこなうに際し現地調査を実施した折，

縄文土器小片が単発的に発見され，また摺鉢を含め瓦およびその他の陶磁器がほぽ全域にわたり散在して認められて

いる。このように陶磁器類の存在は本塚の特徴ではなく，この丘陵に認められる一般的傾向であり，特に本塚のある

部分を物語るものではないと考えられる。たとえば，焼瓦片の出土は，育苗場の三棟の建物にコンクリート製瓦やト

夕｀ノで屋根を葺いており，近接地に建物が建立されたことがないことからして他から持参して捨てられたものである

ことを示唆しており，同様なことが他の陶磁器についても言えるのではないだろうか。
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先に本塚造営時期について明治以降昭和6年以前に考えていることを記したが，このことは第3層から検出された

磁器小片1点の出土を根拠とするものである。この磁器片が何らかの事由で第3暦内に落ち込んだものと仮定すれ

ば，時代決定はさらに困難となる。仮にそのような事実があったにしろ塚の規模 ・形態・土盛（陪序）からして中世

にまで遡古するものではなく，近世後半の所産と推定される。いずれにしてもきわめて新しい時代に造営された塚と

の感が強い。

本塚の造営目的については，それを知る資料は全くないが，塚の性格 ・造営目的についてかつて筆者は述ぺたこと

がある（金子拓男 1切4)。近世以降現在に至る間に造営された塚は，庚申信仰にもとづく塚や一里塚あるいは藩境

塚などきわめて少数例しか判明してはいない。その多くは土俗信仰にもとづくものと考えられるが，塚の研究は今日

まで民俗学がその主流をなし，塚に伴なう伝承 ・伝説にもとづき研究がなされてきた。今後は民俗学的研究に加え発

掘調査を通じた考古学の研究のなかで追求されることが望まれる。したがって，本塚の建立目的の究明も今後の調査

資料の増加をまって解明されるであろうことが期待される。

（金子拓男）

（参考引用文献〕

石沢寅二他 (1977) 「蛇山7号塚」長岡ニュータウソ造跡分布調査報告 [IJ 新潟県教育委員会

金子拓男，戸根与八郎 (1974) 「JI¥治百塚第6号塚」北越北線埋蔵文化財報告書 新潟県教育委員会

金子拓男，和田寿久 (1976) 「地蔵塚発掘調査報告」新潟県埋蔵文化財調査報告書第6 新潟県教育委員会

近藤勘治郎 (1937) 「三島郡誌」三島郡教育会
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遺跡分布調査報告



I調査の経過

今回の委託契約による分布調査の対象地区， 面積は裔頭東地区206ha,中央南 ・深沢地区225haで総面積で431haで

ある。調査には県教育庁文化行政課埋蔵文化財担当職員および県内考古学者・郷土史研究家があたり，現地案内等の

作業には地元の高頭• 関原1丁目・ 2丁目・深沢・親沢各地区の有志の協力を得ることができた。調査期日について

は地理的条件 ・面積 ・植生等の関係から次のとおりである。

予備調査 昭和5炉p-4月21日~23日， 26日~28日

第1次集中調査 昭和5筑三9月6日~8日

第 2次集中調査 昭和52年10月8日~20日

予備調査では長岡ニュークウソ区域の境界及び調査のためのIレートを確認するとともに，高頭東地区の周知の造跡

く高寺城跡（六座神社）〉の所在を確認し， 新らたに石詞を， 中央南地区では地蔵2体の所在を確認した。また区域

周辺の羽黒窯跡・雉打場遺跡・笹山造跡・龍蔵寺遺跡 ・山王造跡・岩野原遺跡を巡視した。なお油田跡地については

危険性のないことを確認した。

第 1次集中調査では3組の調査班を編成し，第1班は手杵坂を境に北側の糠山 ・大谷・大平・権現堂・払川地区を

担当し，第2班は南側の中山 ・大坪 ・大平地区をそれぞれ調査を実施するとともに，六座神社の由緒 ・周辺の地名・

伝承等，地元での聞込みを行なった。また第1班は高寺城の略測を行ない，第3班は大沢地区を中心に隣接区域の大

久保大山地区の尾根筋を楳中的に調査をした。

第2次楳中調査では同じく 3班編成で中央南地区に調壺に入り，県道柏崎・高浜 ・堀之内線を境に南北2班にわか

れ調査を実施するとともに，発見された遣跡の伝承や由来，さらに沢 ・丘陵・尾根道等の通称・地名について徹底的

な聞き込みを行ない，第3班は調査と並行して事前の地元聞き込みを実施した。曽根木地区では3基の塚及び石仏3

体を確認計測し，蔵王地区では予備調査で発見の地蔵蔚2体の計測を行った。深沢地区は全員で入り徹底的に踏査

をした。最終日に報告会を開き，各調査班から成果 ・反省等の事項について報告がなされた。現地調査終了後，稲岡

は公団長岡都市胎発事務所において所在遣跡の地番確認を行なった。調査体制は次のとおりである。

調査負

作業員

事務局

（稲岡嘉彰）

安達吉治

石沢寅二 （県文化財保護指遥委員，津南町文化財調査審議委員）

山口栄一 （県文化財保護指導委員，巻町郷土資料館審誠委員）

山崎弥作 （県文化財保護指道委員，与板町文化財調査審議委員）

室岡 博 （県文化財保護指琳委員，柿崎町・中郷村・名立町文化財調査審脳委員）

稲岡嘉彰 （県教育庁文化行政課文化財主事）

千葉英一 （県教育庁文化行政課学芸員）
ヽ

齊藤基生 （県教育庁文化行政課学芸員）

家田順一郎 （県教育庁文化行政課縣託）

長岡市高頭町 ・関原町1丁目・2丁目 ・深沢町 ・親沢町の有志

湯本 武 （県教育庁文化行政課管理係長・副参事）

森田 長治 （県教育庁文化行政課管理係主事）
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(国土地理院「柏崎」「長岡」1:50,000原図 昭和48年発行)

第1回 長岡ニュークウン区域と周辺地形図 1: 50,000 

（国土地理院「柏綺」 「長岡」 }:50,000原図昭和48年発行〕
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][ 各遺 跡 の 概要

1 高寺城跡 （第2図，図版第N図ー1)

所在地 高頭町大坪甲1058,甲1059,甲1060-1,甲1061-1 関原町一丁目権現堂2229

関原町二丁目払川606-1,609~613, 618~621, 688~690 関原町二丁目南谷473-1

本城跡は高寺丘陵の一支陵（標高128m)にあり，この支陵の南北には沢が入り込み，細い尾根を通じて本丘陵に連

なっている。 主郭(1)と考えられる部分には現在六座神社が祀られており，郭群の一部には参道が通じている。主郭に

ある社殿の隣には基堕状の構築物(2)がみられ，本城に関連するものかあるいは六座神社に関連するものか不明であ

る。主郭の北側にほ往ぼ方形の付属郭(3)があり ，この西側には長さ6m60,幅2m30,高さ0.5mの土塁状の盛土部

(1.4)が認められる。主郭及び付屈郭の下には帯郭(4)がめぐらされている。この帯郭の東側には沢を利用した形で幅3m

50の一条の堅堀状の遣構(1就があり，また東南～南側の下には腰郭(5)がある。この帯郭 ・腰郭からは南 ・南東 ・東の三

方向に袖郭 (6~12)が配されている。とくに南東に伸びる尾根には5段にわたって袖郭 (7~11)が認められる。

本城跡は背後を断ち切る空堀もなく，小規模で簡素な山城である。なお，本城跡に関する伝承については『越後古

城誌』 ・『越後野志』には|まぼ同様の記事で，後者に 「白烏荘高寺二在，城主大態備前守」とある。また『温古の栞』

には，大熊備前守朝秀が頸城郡山部（中頸城郡板倉町）の箕冠城へ移封されて廃城になったとある。 （千莱英一）

第2図 高寺城跡略測図
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2 稲荷石祠 （図版第N図ー2)

所在地長岡市高頭町字大平甲761の1及び字大坪甲1132番地の境

高頭町と深沢町のほぼ境界に接する椋高158.5m, 三角点の所在する丘陵尾根平坦部に位匹する。 田宮病院グラソ

ドから高頭町大坪 ・大平 ・大沢の各山稜尾根道の合流する約60,,fの乎坦地で露面雑草もなく，樹令60年以上の老松7

本があり．東は遠く魚沼の山々が，また西は片刈城，北側は高頭稜線をへだて関原方面が眺望できる。

石祠は安山岩製で基壇・室部・屋根の三部分からなり，屋根形は入母屋造りを呈す神社建築の様式をとっている。

記年銘はなく製作年代は不明であるが，この様な石祠は県内各地にも見られ，神社の境内．個人の庭内にも小祠とし

て安屈される。それらは山の神・山王 ・浅問・熊野等多岐にわたっての民間信仰として詞られている。本石祠は山頂

の旧道の合流点に位置していること，室内には木や紙の札やご神体，本雄は安置されていないこと，また祠形と信仰

の結びつきも不明であるが，石室正面の窓が宝珠形にえぐられているところから稲荷信仰との関連が推定される。ま

た旧道の分岐点に位骰することから．道標的性格か又は山林入会地の境界に関するものであろうか。

（稲岡嘉彩）

3 曽根木の塚 （図版第V図一 1・2,第Vl図ー1)

所在地長岡市親沢町大字曽根木1908• 1909番地

県道柏崎 ・高浜・堀之内線開通によって切断された，親沢ー大積に至る旧道，通称 "横根の道、、 を追分け （芝峠）

方向へ入ると標高235mの丘陵平坦地に出る。その主嶺から曽根木の北谷と南谷に挟まれた一支丘が東方へ派生し．

親沢町曽根木から深沢町字河内のそう峠に至る通称 "中のツルネ＼、 と呼称される尾根道が通じている。塚は横根の道

から東に伸びた舌状丘陵の先端近くのゆる＜傾斜する標高234mの徹線上に1列に3基所在する。 地主の小野塚氏は

¥¥ふた塚、、と称している。従来2基の塚として地主に認知されて来た他に塚に係る特別の伝承は伝わらない。塚は山

頂から曽根木1号・2号 .3号塚と名付けた。現状は山林である。

曽根木1号塚 三角点より東方約30mに位置し東西 ・南北ともに径7.7切， 高さ1.3mで方形に近い円形を呈す。

墳裾に幅約tmの周溝状遣構が認められる。保存状態良好である。

曽根木2号塚 1号塚より東方へ12mに位置し東西 ・南北軸ともに径5.5m, 高さ70cmで円形を呈す。墳頂部に

目通り約30cmの杉の木が育生している。

曽根木3号塚 2号塚より東方へ14.5mに位置し，径5.2m,高さ70cn,で円形を呈す。

本塚群はふた塚と呼称される以外に伝承もなく築造目的やその時代を明らかにすることはできないが．本塚の脇を

抜けて深沢町方面にゆく 1日道としての中のツルネが古くから使用されたと考えられるので，いくつかの信仰塚として

の性格以外にこの1日道に関連する可能性も考えられる。

（稲岡嘉杉）

4 地獄谷の石仏 （図版第W図ー2)

所在地 長岡市親沢町大字曽根木1930-1番地

横根の道の追分から東へ伸びる標高198. Zm の尾根主嶺が南に降る支陵の先端部， 曽根木谷と地~谷に挟まれた慄

高143mの平坦地のカヤ藪の中の小丘上に墓地があり，澁石と 3体の石仏が所在する。 この位置は曽根木の奥まった

所でしかも，大租から深沢，東方から富岡両町を結ぶ山道の要所にあたり，谷には水田が開かれている。
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馬頭観音 像高40cntの安山岩製で両手で印契を結んだ一面精像である。梵名ハヤグ リーバア。「馬の頭をもつ者」

の意である。阿弥陀如来の変化身と説かれ，ヒ‘／ズー教のビジュヌの神の化身の一つが仏教に採用され

て観音になったものといわれる。奔馬が四方を馳駆して四方の悪魔を調伏する意とされる。他の観音が

慈悲の相をあらわしているのに対して念怒相に造像されるが，本像はきわめておだやかな形相である。

馬頭観音は主として独諄として造立され，その目的とするところは，道筋や橋の供喪，馬の供養や無病

息災の祈願をこめて建立されるものが多い。建立の湯所は死馬埋葬場（葬善湯）， 峠や山道などの交通

の難・要所， 村はずれの追分，個人の屋敷内等である。曽根木の北谷と南谷に狭まれた標高144~145m

の丘陵先端部で薗根木1871-5番地に通称 ‘’曽根木の家、、と呼ぶ1軒の民家跡地がある。馬によって荷

駄を運搬する賃仕事を業としていたが，戦後廃業し移転したという。建立の場所と民家跡地及びその職

業から考えて，交通安全祈願や特定の馬の供養を目的とした塞標的な色彩の濃いものとして理解されよ

う。

地蔵菩薩 像高70虚， 安山岩製で合が日Jを結ぶ。いわゆる菩薩形をとらず，比丘形の丸彫の立像に造られてい

る。

如意輪載音 像高30c111の安,1」岩製。像姫・台座・光背共に一体で造り出されている。思惟形をとる二り射像を呈す

る。右手は思惟形，左手は蓮華手にあらわしている。車輪がどこにでも転がるように．仏の意志のまま

にあらわれて，六道の衆生の苦しみを取り去り，利益を与える菩薩とされ，変化観音の一つとされる。

江戸時代には女性の信仰をあつめ，女性の墓標にも造立された。以上三体の迭立は茄末～朗治期と推定

される。 （稲岡嘉彰）

5 蔵王の地蔵菩薩 （図版第VIl図）

所在地長岡市親沢町字座王1178番地

親沢町龍蔵寺裏山を大萩町方面へ越路町と境界を接する尾根道で，通称 "上のツルネ、、を大租方向へ約1.2枷程の

標高192.5切に所在する。地元では上のツルネのジローサマと呼称されている。尾根筋の右側に南西面に向いて2艦

並立する。材質は釜沢石と呼ばれる安山岩質の石材を用いている。いずれも，右手に錫杖を突き，左手には宝珠を持

つ。 2体とも柄衣は通肩像で足部は衣につつまれた座像である。右側は39x32ばの蓮華座の上に2訟tnx l8c111の切石を

匠き，その上に安協された丸彫りの像で訥衣の彫も浅くやや風化が目立つ。総高65c汎，裾幅35c節，胸幅25c11tである。

左側は， 舟形光を背にした浮彫り像で，直径20c111の頭光を有する。 舟形光背の裏は荒いノミ跡が見られる。｛象高は

51. 6c111, 総高62.0c加である。柄衣の彫り等，造り出しの線は右に比ぺて深い。

地蔵尊は菩蕨であるから本来，宝冠を載き瑛洛等で身体を装飾する菩薩形をとるべきであるが，円頂で柄衣をつけ

た比丘（僧形）の姿に表現されるのが一般的である。これはいかめしい姿では衆生が近づきがたいであろうという。

地蔵の大慈悲のあらわれといわれる。釈迦入滅後，弥勒仏が出世するまでのあいだ六道衆生を救い遥く菩薩と してそ

の信仰も広く深いものがあり，特に近世になって人々がもっとも心安く接触できる仏として，民間信仰と結びついて

広まった。県内各地でもその意味は多様であるが，寺院の入口や町の入口， 路傍や辻等に建立の例が数多く見受けら

れる。 （稲岡嘉彰）

〔参考引用文献）

温古談話会 昭和52年「高寺の古城跡」『温古の栞』第10絹372頁東京・歴史図召社

巌祁蓼磯写 天保2年『越後古城誌』

小田島允武著 昭和49年『越後野志』源JII公章校訂東京 ・歴史図書社
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蛇 111 7 号塚全屎（西より）
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1 森 寺 城 跡（六座神社）

l!lぐ

゜E 

2 稲荷石胴



図版第 V図

心

→疇曝霞 Ii.WI 園國＇
1 曽根木 L 号 塚

2 営根木 2 号塚
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1 曽根木 3 号塚

2 地獄谷の石仏（馬頭観音・地蔵菩藉 ・如意輪観音）
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蔵王の地蔵菩薩

地蔵菩薩 1 地蔵菩薩 2
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